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１　

本
学
の
概
要

本
学
は
１
９
６
２（
昭
和
37
）
年
に
岡
山

県
岡
山
市
で
開
学
し
、
今
年
で
60
周
年
を

迎
え
る
歴
史
あ
る
学
園
で
あ
る
。
短
期
大

学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
０
２（
平

成
14
）
年
に
大
学
を
開
学
し
た
。
さ
ら
に
、

２
０
０
６（
平
成
18
）
年
に
現
代
生
活
学
研

究
科
の
大
学
院
を
、
２
０
１
１（
平
成
23
）

年
に
子
ど
も
学
研
究
科
の
大
学
院
を
設
置
し

た
。
今
で
は
そ
の
２
つ
の
大
学
院
研
究
科
を

は
じ
め
、
大
学
３
学
部
３
学
科
、
短
期
大
学

３
学
科
を
設
置
す
る
学
園
を
形
成
し
て
い

る
。
学
生
の
多
く
は
地
元
岡
山
お
よ
び
近
県

か
ら
通
学
し
て
お
り
、
地
元
に
愛
さ
れ
る
学

校
と
い
え
る
。

２�　

本
学
の
就
職
支
援

毎
年
、
高
い
就
職
内
定
率
を
維
持
し
、
学

生
一
人
ひ
と
り
が
満
足
し
た
就
職
が
で
き
る

よ
う
に
、
目
標
を
設
定
し
、
学
生
支
援
体
制

を
強
化
し
て
い
る
。
今
年
度
は
次
の
６
点
で

あ
る
。

⑴
　
各
学
部
・
学
科
の
教
員
と
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
と
の
連
携
を
強
化

本
学
の
学
生
の
特
長
は
、
素
直
で
指
示
さ

れ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
行
う
。
し
か
し
、
お

と
な
し
い
学
生
が
多
く
、
就
職
を
意
識
す
る

ま
で
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
学

生
と
就
職
担
当
部
署
で
あ
る「
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
」の
職
員
と
の
意
思
疎
通
が
と
て
も

大
切
と
な
る
。

昨
年
か
ら
、
一
部
の
学
科
で
早
期
に
面
談

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
の
内
定
率
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

今
年
度
は
、
早
期
面
談
の
学
科
の
幅
を
広
げ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
学
生
の
就
職
に
対
す

る
意
識
が
向
上
し
、自
ら
行
動
す
る
こ
と
は
、

本
学
の
教
学
理
念「
自
律
創
世
」に
沿
っ
て

お
り
、
今
後
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

⑵
　
就
職
活
動
の
支
援
の
工
夫
と
充
実

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
が

各
企
業
に
浸
透
し
、
就
職
説
明
会
お
よ
び
就

職
面
接
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
オ
ン
ラ
イ
ン

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
い
ち
早
く
対
応
し
、
本

学
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
オ
ン
ラ
イ
ン
専

用
室
を
設
置
。
学
生
は
事
前
予
約
に
よ
り
利

用
し
て
い
る
。
本
年
度
の
４
月
に
は
、
昨
年

度
同
月
の
３
倍
の
利
用
が
あ
っ
た
。

⑶
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
工
夫
と
改
善
・
充
実

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
留

意
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
始
前
の

教
室
お
よ
び
学
生
入
室
時
の
消
毒
。
ま
た
、

一
方
的
な
講
義
か
ら
ワ
ー
ク
や
演
習
等
の
動

き
を
取
り
入
れ
た
も
の
に
変
更
。
事
前
申
込

制
で
、
座
席
指
定
等
の
工
夫
お
よ
び
複
数
教

室
で
実
施
。
さ
ら
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
並
行

で
実
施
し
て
い
る
。
大
学
生
に
つ
い
て
は
、

２
年
生
、
１
年
生
の
参
加
も
可
能
と
し
て
い

る
。

⑷
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
・
強
化

新
聞
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
情
報
を
採
用
に
活

用
す
る
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
２
度
に
わ
た
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
、
参
加
学
生

に
対
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
訴

え
て
い
る
。
今
後
は
新
規
事
業
と
し
て
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
・
学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

フ
ェ
ア
」を
計
画
し
て
い
る
。

⑸
　
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容
の
充
実

学
生
の
中
か
ら
、
学
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の

「
司
会
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の「
パ
ネ
ラ
ー
」、

「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
し
て
、
後
輩
の
た
め

に
自
分
の
経
験
等
を
活
か
し
た
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
、
お
願
い
し

て
い
る
。
こ
の
経
験
は
、
社
会
に
出
た
時
に

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
役
に
立
っ
て
い

る
。

⑹
　
外
部
組
織
と
の
連
携
推
進

岡
山
公
共
職
業
安
定
所（
お
か
や
ま
新
卒

応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）と
の
連
携
に
よ
り
、

例
年
10
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で「
出
張
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
」を
実
施
し
て
い
る
。
就
活
に

出
遅
れ
た
と
感
じ
て
い
る
学
生
に
相
談
を
促

し
、
内
定
を
獲
得
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
就
職
情
報
会
社
や
日
本
私
立
大

学
協
会
、全
国
私
立
大
学
就
職
指
導
研
究
会
、

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
等
、
他
団
体
と
の

交
流
を
密
に
す
る
中
で
、
各
種
の
情
報
収
集

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
情
報
を
学
生
に
対

し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
就
職
支
援
委
員

の
教
員
に
も
共
有
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
一
同
、一
人
ひ
と
り
の
学
生
と
向
き
合
い
、

希
望
す
る
進
路
に
就
け
る
よ
う
、
き
め
細
か

い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
と
様
々
な
取
り
組
み

に
挑
戦
し
て
い
る
。

学生一人ひとりにきめ細かい支援を実施し、
高い内定率を維持する取り組み


